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(57)【要約】
【課題】  人が健康状態を良い状態で保つにおいて，例
えば，人の健康状態を示す体温，脈拍，血圧等の医療デ
ータが医療機関などに取得され，分析されることによっ
て，人の健康状態を把握することが可能である。しか
し，日常生活における行動によって人の健康状態が左右
される場合もあり，医療データによって健康状態が把握
されるだけでは，人が健康状態を良い状態で保つのは不
可能である。
【解決手段】  ユーザーの各種データ取得又は健康状態
を把握するための装置として画像音声データ取得装置３
１，ユーザー測定器３２，ＰＣ３３などの装置と，ユー
ザーの日常の生活行動の記録データある画像音声データ
を検索可能に記憶する生活サーバー２０と，ユーザーの
医療データを記憶して医療データと画像音声データとを
分析してユーザーに健康に関する情報を提供する医療サ
ーバー１０とで構成される
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ユーザーの健康状態を示す医療データを
記憶する医療データ記憶手段を具備し，該医療データに
基づいて前記ユーザーの健康状態を判断する医療サーバ
ーと，前記ユーザーの日常の生活行動を画像及び／若し
くは音声データとして取得する画像音声データ取得手段
と，前記画像音声データ取得手段で取得された前記画像
及び／若しくは音声データを記憶する画像音声データ記
憶手段及び，前記画像音声データ記憶手段に記憶された
前記画像及び／若しくは音声データを検索する画像音声
データ検索手段を具備してなる生活サーバーと，を具備
してなる生活ネットワークシステムにおいて，前記医療
サーバーが，前記医療データ記憶手段に記憶された前記
ユーザーの前記医療データに対応する前記生活サーバー
における前記画像及び／若しくは音声データを前記画像
音声データ検索手段により検索し，前記医療データと前
記画像及び／若しくは音声データとの因果関係から前記
ユーザーの健康に関する情報を作成して前記ユーザーに
送信する健康情報送信手段を具備してなる生活ネットワ
ークシステム。
【請求項２】  前記医療データが前記ユーザーに装着可
能なユーザー測定器によって取得されるものである請求
項１記載の生活ネットワークシステム。
【請求項３】  前記医療データが前記ユーザーの定期健
康診断等の診断データである請求項１記載の生活ネット
ワークシステム。
【請求項４】  前記ユーザーの健康状態に異常が発見さ
れた場合に，前記ユーザーの健康に関する情報が，前記
ユーザーの健康状態の異常の原因を取除くことに関する
ものである請求項１から請求項３のいずれかに記載の生
活ネットワークシステム。
【請求項５】  前記ユーザーが前記医療サーバーを管理
している組織又は所有者に対して所定の料金を支払うこ
とにより，前記医療サーバーが前記ユーザーの健康に関
する情報を作成して前記ユーザーに送信する請求項１か
ら請求項４のいずれかに記載の生活ネットワークシステ
ム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は，ユーザーの日常生
活における行動の記録とユーザーの日常の健康状態を示
す医療データとの関係を分析することによって，ユーザ
ーの健康に関する情報を作成してユーザーに送信する生
活ネットワークシステムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】これまで，人（以下，ユーザーとす
る。）の健康状態を把握，診断してもらうには，ユーザ
ーが病院などの医療施設に直接出向いて医師に診てもら
う以外に，在宅医療という形態があった。この在宅医療
の代表的な形態としては，医師自らがユーザー宅に出向
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いて診察を行う場合がある。しかし，医師が各ユーザー
宅を訪れてユーザーを診察することには，医師が病院で
診察を行う場合に比較して診察できるユーザーの数が時
間的に限られるという問題がある。そこで，このような
問題に対処するため，ユーザー宅のテレビ対話装置と医
療機関とを電話回線，無線通信等で結んで，医師又は医
療従事者が医療機関に居ながら在宅しているユーザーと
テレビ対話形式で診察や健康相談などを行うシステムが
ある（特開平７－７５６０）。また更に，ユーザーと医
師又は医療従事者とが直接対話することなく，ユーザー
の心拍数や体温などの医療データがユーザー所有の医療
データ測定器などで測定されて医療機関に電話回線，無
線通信等で送信され，その医療データが医療機関で分析
されることによってユーザーの健康状態が把握，診断さ
れるシステムなどもある（特開平９－２８６８２）。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし，上で述べてき
たように，ユーザーと医療機関とでテレビ対話形式によ
ってユーザーが診察される場合においては，その診察は
あくまでも対話によるものであるので，ユーザーの症状
又は健康状態はユーザーの主観で話される内容から判断
されることとなる。したがって，医療機関がテレビ対話
形式でユーザーの診察を行って正確な診断をユーザーに
下すことは困難を伴う。また，テレビ対話形式で診察を
行うためのモニターや送受信装置は，通常そのユーザー
の家に備え付けられるものであるから，ユーザーが在宅
している場合でないとユーザーは医療機関の診察を受け
ることができない。
【０００４】また，上述したように（特開平９－２８６
８２）においては，ユーザー所有の医療データ測定器で
測定されたユーザーの心拍数や体温などの医療データ
が，ユーザーの健康上の異常を示した場合には，そのユ
ーザーの健康上の異常が医療機関によって発見されて分
析されることによって，そのユーザーの症状が診断され
る。したがって，その診断結果が医療機関からユーザー
に知らされて，ユーザーが自分の健康上の異常を自覚す
ることは可能である。しかし，どうしてそのような健康
上の異常がユーザー自身に発生したのかがユーザーには
理解できず，ユーザーは，その健康上の異常を発生させ
る原因をかかえたまま生活し続けたり，又は，その健康
上の異常が治まったとしてもユーザーは再び同様の健康
上の異常を発生させてしまう可能性がある。つまり，ユ
ーザーの日常の生活において，健康上の異常を発生させ
るような行動をユーザーがしていないかを医療機関がチ
ェックすることで，健康上の異常を発生させた原因が解
明されるのであるから，日常生活においてユーザーが注
意すべきことを，医療機関がユーザーにアドバイスでき
るようなことが望ましい。したがって，本発明の目的と
しては，例えば，ユーザーの医療データより健康上の異
常が医療機関によって発見された場合は，異常の原因と
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なるユーザーの日常の生活行動を振り返って，両者の因
果関係より，ユーザーに対して健康上の異常の原因を取
除く方法や日常の生活行動において注意すべきこと等の
健康に関する情報をユーザーにアドバイスするような生
活ネットワークシステムを提供することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に本発明は，ユーザーの健康状態を示す医療データを記
憶する医療データ記憶手段を具備し，該医療データに基
づいて前記ユーザーの健康状態を判断する医療サーバー
と，前記ユーザーの日常の生活行動を画像及び／若しく
は音声データとして取得する画像音声データ取得手段
と，前記画像音声データ取得手段で取得された前記画像
及び／若しくは音声データを記憶する画像音声データ記
憶手段及び，前記画像音声データ記憶手段に記憶された
前記画像及び／若しくは音声データを検索する画像音声
データ検索手段を具備してなる生活サーバーと，を具備
してなる生活ネットワークシステムにおいて，前記医療
サーバーが，前記医療データ記憶手段に記憶された前記
ユーザーの前記医療データに対応する前記生活サーバー
における前記画像及び／若しくは音声データを前記画像
音声データ検索手段により検索し，前記医療データと前
記画像及び／若しくは音声データとの因果関係から前記
ユーザーの健康に関する情報を作成して前記ユーザーに
送信する健康情報送信手段を具備してなる生活ネットワ
ークシステムとして構成されている。このような構成に
より，日常の生活行動と医療データとの因果関係から導
き出されるユーザーの健康に関する情報により，ユーザ
ーは，日常生活を行うにおいて注意すべき行動が理解で
きたり，又は病気を予防するための行動をとることが可
能となる。また，医療サーバーがユーザーの医療データ
を蓄積しているので，医療サーバーがユーザーの長期間
にわたる健康状態の経過を分析することで，ユーザーに
対して生活習慣の改善法などを示すことが可能となる。
【０００６】本発明において，前記医療データがユーザ
ーに装着可能なユーザー測定器で取得されるもので構成
されても良い。このような構成により，ユーザーの医療
データがどこでも，或いは２４時間取得されることが可
能となって，医療サーバーはユーザーの健康状態を常時
監視することが可能となる。
【０００７】更に本発明において，前記医療データがユ
ーザーの定期健康診断等の診断データを採用することも
できる。例えば，定期健康診断で得られる血液検査など
の頻繁に調べられることがない診断データも医療データ
とすることで，医療サーバーが，ユーザーの健康状態を
知るためのデータがより多く収集でき，且つ正確な判断
を下すことが可能となる。
【０００８】また，ユーザーの健康状態に異常が発見さ
れた場合に，前記ユーザーの健康に関する情報が，前記
ユーザーの健康状態の異常の原因を取除くことに関する
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もので構成されても良い。したがって，健康状態を異常
にするような行動をユーザーがしていた場合に，医療サ
ーバーがユーザーに対して，その行動がユーザーの健康
状態を異常にさせる原因であることを知らせ，且つユー
ザーの行動を改めさせることが可能となる。
【０００９】また，ユーザーが前記医療サーバーを管理
している組織又は所有者に対して所定の料金を支払うこ
とにより，前記医療サーバーが前記ユーザーの健康に関
する情報を作成して前記ユーザーに送信するように構成
されても良い。このように構成されることで，医療サー
バーを管理している組織又は所有者は，ユーザーの健康
に関する情報を作成してユーザーに送信することで，医
療サーバーを管理している組織又は所有者は収益を上げ
ることが可能となり，更にユーザーにとって良いサービ
スを提供することが可能となる。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下添付図面を参照しながら，本
発明の実施の形態及び実施例について説明し，本発明の
理解に供する。尚，以下の実施の形態及び実施例は，本
発明を具体化した一例であって，本発明の技術的範囲を
限定する性格のものではない。ここに，図１は本発明の
実施の形態に係る生活ネットワークシステムの情報伝達
の機能ブロック図，図２は本発明の実施の形態に係る処
理手順を示すフローチャート，図３は本発明の実施例に
係る処理手順を示すフローチャートである。
【００１１】本発明の実施の形態に係る生活ネットワー
クシステムの概略構成を図１を用いて説明する。ユーザ
ーの健康状態を示す医療データを記憶，分析する医療サ
ーバー１０と，ユーザーの日常の生活行動の記録である
画像及び／若しくは音声データ（以下，画像音声データ
とする。）を検索可能に記憶する生活サーバー２０と，
医療サーバー１０や生活サーバー２０と情報のやり取り
をするために，ユーザーが使用する各種機器であるユー
ザー所持機器３０とで本発明は概略構成されている。ま
た，医療サーバー１０，生活サーバー２０，及びユーザ
ー所持機器３０のそれぞれは，電話回線，無線通信，イ
ンターネット等の通信媒体で情報のやり取りができるよ
うに接続されている。
【００１２】ユーザー所持機器３０は，図１に示すよう
に，画像音声データ取得装置３１，ユーザー測定器３
２，ＰＣ３３を具備して構成されている。画像音声デー
タ取得装置３１は画像音声データ取得手段の一例であ
り，例えば，ユーザーが使用する眼鏡に小型カメラと小
型マイクとが付属していて，その小型カメラと小型マイ
クとが，ユーザーが見たものや聞いたものと同様な情報
を取得して生活サーバー２０に送信するようなものであ
る。また，ユーザー測定器３２は，例えば，体温，脈
拍，血圧などのユーザーの健康状態を示す医療データを
取得して，その医療データを医療サーバー１０に送信す
るものであって，しかもユーザーに装着された状態で外
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出できるようなものである。更に，パーソナルコンピュ
ーターＰＣ３３は，ユーザーが医療サーバー１０と情報
をやり取りするための端末装置であって，ユーザーが医
療サーバー１０と情報のやり取りが出来る物であれば如
何なるものでもよく，例えば，携帯電話のようなもので
もよい。
【００１３】医療サーバー１０の構成を以下に説明す
る。医療サーバー１０は，図１に示すように，医療デー
タ記憶部１１，医療データ分析部１２を具備して構成さ
れている。医療データ記憶部１１は医療データ記憶手段
の一例であり，例えば，ユーザー測定器３２から無線で
送信された医療データ，又はＰＣ３３からインターネッ
トを介して送信されたユーザーの定期健康診断等の診断
データなどを記憶するものである。また，医療データ分
析部１２は，医療データ記憶部１１に記憶されている医
療データと生活サーバー２０に記憶されている画像音声
データとを分析して，医療データと画像音声データとの
因果関係より，ユーザーの健康状態に関する情報を作成
し，ユーザーに送信するものである。
【００１４】生活サーバー２０の構成を以下に説明す
る。生活サーバー２０は，図１に示すように，画像音声
データ記憶部２１，画像音声データ検索部２２を具備し
て構成されている。画像音声データ記憶部２１は，画像
音声データ記憶手段の一例であり，画像音声データ取得
装置３１で取得された画像音声データを記憶するもので
ある。また，画像音声データ検索部２２は，画像音声デ
ータ検索手段の一例であり，画像音声データ記憶部２１
に記憶された画像音声データを検索するものである。
【００１５】上述した各部の詳しい動作について，図１
と図２とを用いて説明する。本発明を実施するにおいて
は，まず，ユーザーの現状の健康状態や日常の生活行動
を示すデータを取得する必要がある。したがって，ユー
ザーの日常の生活行動の記録である画像音声データが，
画像音声データ取得装置３１で取得されて生活サーバー
２０に送信される（Ｓ３１）。そして，その画像音声デ
ータは生活サーバー２０に受信されて，その画像音声デ
ータ記憶部２１に記憶される（Ｓ２１，Ｓ２２）。一
方，もう１つのユーザーに関する情報である医療データ
が，ユーザーに取り付けられたユーザー測定器３２で取
得されて医療サーバー１０に送信され（Ｓ３２），医療
データ記憶部１１に記憶される（Ｓ１１）。
【００１６】また，ステップＳ１２で，医療データが医
療データ分析部１２に読み込まれて分析される。ここ
で，医療データが医療データ分析部１２で分析される分
析方法としては，例えば，分析しようとする医療データ
の示す値が，健康な人間が通常示す医療データと，どの
程度差があるかを算出し，その差が大きい場合はその医
療データが健康上で異常な値を示しているとする分析方
法でもよい。そこで，医療データ分析部１２で異常が発
見されない場合は，医療サーバー１０は，引き続き受信
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される医療データを医療データ記憶部１１に記憶し，医
療データ分析部１２で分析することによって，その医療
データ中にユーザーの健康上の異常を示す値がないかを
監視する。一方，医療データ分析部１２で医療データが
健康上の異常な値を示していると判断した場合は，ステ
ップＳ１３の動作に移る（Ｓ１２）。
【００１７】ステップＳ１３において，医療データ分析
部１２は，上述したような異常な値を示した医療データ
に対応する生活サーバー側の画像音声データを検索す
る。ここで，該医療データに対応した画像音声データと
は，例えば，前記医療データがユーザー測定器３２で取
得された時刻に対応して，その時刻と同一又はその時刻
に近い時刻に画像音声データ取得装置３１で取得された
画像音声データのことである。つまり，医療データ分析
部１２は，前記時間の情報に基づいて前記医療データに
対応する画像音声データを検索するような命令を生活サ
ーバ２０の画像音声データ検索部２２に送信する。
【００１８】生活サーバー２０の画像音声データ検索部
２２は，前記命令を受信して，画像音声データ記憶部２
１に記憶された画像音声データより前記命令に沿うよう
な画像音声データを検索する（Ｓ２３）。そして，画像
音声データ検索部２２は，ステップＳ２３で検索された
画像音声データを医療サーバー１０へ送信する（Ｓ２
４）。
【００１９】医療データ分析部１２は，ステップＳ２４
で検索された画像音声データを医療サーバー１０が受信
する（Ｓ１４）と，ステップＳ１２で発見された健康上
の異常を示す医療データと，ステップＳ１４で受信した
画像音声データとの関係を分析する。ここで，この分析
を行う目的は，ユーザーが自分の健康状態を悪くするよ
うな行動をしたことが原因となって，医療データが異常
な値を示すという因果関係がユーザーの行動と医療デー
タとの間にあると考えられるので，前記原因を画像音声
データに基づいて解明することである。したがって，画
像音声データはユーザーの日常生活における行動が理解
できる程度に解明されれば良いので，その解明方法とし
ては種々の方法が考えられる。その解明方法として，例
えば，特開２０００－６９４２０に示されているような
時間的に前後する画像の差分より画像の切替りを検出
し，画像音声データの画像の切替りが多くて，速い場合
はユーザーが激しく行動していると判断して，ユーザー
の行動を解明してもよい。また，画像だけでユーザーの
行動が解明されにくい場合は，音声も加味されることに
よって，その音声の大小又は音色でユーザーの行動が解
明されてもよい。（Ｓ１５）。
【００２０】ステップＳ１５で判断された結果を元に，
医療サーバー１０の医療データ分析部１２がユーザーの
健康に関する情報を作成する。前記情報とは，例えば，
ステップＳ１５で解明された，ユーザーの健康上の異常
を発生させる原因となる行動を止めさせるような内容で
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7
ある。また，前述した内容に医療データそのものを付加
してもよい。そして，医療データ分析部１２は，作成さ
れたユーザーの健康に関する情報をユーザー所持機器３
０の１つであるＰＣ３３に送信する。また，ステップＳ
１２において，特に異常な値を示す医療データが確認さ
れた場合は，ユーザーにとっては緊急事態であるので，
図示しないユーザー所有の携帯電話などに健康状態が危
険である旨を伝えてもよい（Ｓ１６）。
【００２１】ユーザーは，上述したようなユーザーの健
康に関する情報を，例えば，ＰＣ３３で受信する。そし
て，ユーザー自身が，自分の行動の注意すべき部分の指
示を受けたり，自分の健康状態を確認したりする（Ｓ３
３）。
【００２２】
【実施例】本発明の実施の形態で示したように，医療デ
ータが，ユーザーの普段の健康状態を示す体温，脈拍，
血圧などのユーザーの健康状態を示すものだけでなく，
ユーザーが受診した定期健康診断の場合について，以下
に図３に示す。ここに，医療データがユーザーの定期健
康診断などの診断データである場合においても，図２に
示したような本発明の実施の形態で行う処理工程とほぼ
同様であるが，若干処理工程が異なる部分があるので，
図３を用いて説明する。ただし，図２の処理工程と異な
る部分のみ図３の符号を変化させた。
【００２３】ユーザーの日常の生活行動の記録である画
像音声データは，画像音声データ記憶部２１に記憶され
る（Ｓ３１→Ｓ２１→Ｓ２２）。また，ユーザーは定期
健康診断などの診断データは，ＰＣ３３などを用いて入
力され，医療サーバー１０の医療データ記憶部１１に記
憶される（Ｓ３２ａ→Ｓ１１ａ）。
【００２４】ここで，医療データ分析部１２は，例え
ば，以前ユーザーが定期健康診断を受診した日から今回
の定期健康診断を受診した日までの期間内の画像音声デ
ータを検索するような命令を生活サーバー２０の画像音
声データ検索部２２に送信する（Ｓ１３ａ）。そして，
画像音声データ検索部２２が前記期間に対応する画像音
声データを画像音声データ記憶部２１から検索し，検索
された画像音声データを医療サーバー１０へ送信する
（Ｓ２３→Ｓ２４）。
【００２５】医療サーバー１０の医療データ分析部１２
は，前記期間に対応する画像音声データを受信して，該
画像音声データと診断データとの関係を分析する。ここ
で，この分析方法については，上述した本発明の実施の
形態の分析方法と同様であっても良いが，前記期間があ
まりに長かったり，ユーザーの生活行動にあまり変化が
ない場合などは，別の側面から分析しても良い。つま
り，例えば，ユーザーの住んでいる環境（場所，気候）
に変化がなかったかなどの，ユーザーの身の回りの大き
な変化と診断データの分析，又は医療データ記憶部１１
に記憶されている前記期間に対応する医療データと前記
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期間に相当する画像音声データと診断データとを総合的
に分析しても良い。（Ｓ１５ａ）
【００２６】ステップＳ１５ａで分析された結果より，
医療データ分析部１２がユーザーの健康に関する情報を
作成する。ここで，作成される情報とは，図２のステッ
プＳ１６の場合と違い，ユーザーの生活が長期的に分析
されることによって得られたユーザーの健康に関するア
ドバイスであって，例えば，ユーザーの食生活に関する
アドバイスであったり，平均睡眠時間の情報であった
り，ユーザーがどういう場面で健康状態を崩しやすいか
を示す内容等である（Ｓ１６ａ）。
【００２７】ユーザーは，上記したような健康に関する
情報をＰＣ３３などの端末装置で受信して，内容を確認
することができる（Ｓ３３）。したがって，ユーザーは
自分の生活習慣などを改善することによって，より健康
的に生活することが可能となる。
【００２８】また，別の実施例として，ユーザーが医療
サーバー１０を所有している組織又は所有者に対して料
金を支払うことによって，上述したような，ユーザーの
健康に関する情報を得られるようにしたものが考えられ
る。これは，例えば，前記組織又は前記所有者が病院な
どの医療機関である場合に，前記情報は前記医療機関に
よって作成されたユーザーの診断結果とも考えられる。
したがって，病院側にとってみれば，ユーザーから診療
報酬として料金が支払われることで収益を上げることが
可能となる。
【００２９】
【発明の効果】以上の説明より，本発明において，以下
に示すような効果がある。医療サーバーが日常の生活行
動と医療データとの因果関係から導き出すユーザーの健
康に関する情報により，ユーザーは，日常生活を行うに
おいて注意すべき行動が理解できたり，又は病気を予防
するための行動をとることが可能となる。また，医療サ
ーバーがユーザーの医療データを蓄積しているので，医
療サーバーがユーザーの長期間にわたる健康状態の経過
を分析することで，ユーザーに対して生活習慣の改善法
などを示すことが可能となる。
【００３０】医療データがユーザーに装着可能なユーザ
ー測定器で取得されるので，ユーザーの医療データがど
こでも取得されることが可能となって，医療サーバーは
ユーザーの健康状態を常時監視することが可能となる。
【００３１】医療データがユーザーの定期健康診断等の
診断データとした場合に，例えば，定期健康診断で得ら
れる血液検査などの頻繁に調べられることがない診断デ
ータも医療データとすることで，医療サーバーが，ユー
ザーの健康状態を知るためのデータがより多く収集で
き，且つ正確な判断を下すことが可能となる。
【００３２】本発明において，ユーザーの健康状態に異
常が発見された場合に，前記ユーザーの健康に関する情
報が，前記ユーザーの健康状態の異常の原因を取除くこ
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とに関するものであると，健康状態を異常にするような
行動をユーザーがしていた場合に，医療サーバーがユー
ザーに対して，その行動がユーザーの健康状態を異常に
させる原因であることを知らせ，且つユーザーの行動を
改めさせることが可能となる。
【００３３】ユーザーが前記医療サーバーを管理してい
る組織又は所有者に対して所定の料金を支払うことによ
り，前記医療サーバーが前記ユーザーの健康に関する情
報を作成して前記ユーザーに送信するようにした場合，
医療サーバーを管理している組織又は所有者は，ユーザ
ーの健康に関する情報を作成してユーザーに送信するこ
とで，医療サーバーを管理している組織又は所有者は収
益を上げることが可能となり，更にユーザーにとって良
いサービスを提供することが可能となる。また，より良
いサービスをユーザーに提供できる可能性もある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係る生活ネットワークシ
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ステムの情報伝達の機能ブロック図。
【図２】本発明の実施の形態に係る処理手順を示すフロ
ーチャート。
【図３】本発明の実施例に係る処理手順を示すフローチ
ャート。
【符号の説明】
１０…医療サーバー
１１…医療データ記憶部
１２…医療データ分析部
２０…生活サーバー
２１…画像音声データ記憶部
２２…画像音声データ検索部
３０…ユーザー所持機器
３１…画像音声データ取得装置
３２…ユーザー測定器
３３…ＰＣ（パーソナルコンピューター）

【図１】
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